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本研究は、筆者がソーシャルビジネスと
して運営されていた子ども食堂 X の運営に
半年間携わり、アクションリサーチを通し
て、子ども食堂の「利用者」の視点で子ども
食堂の意義と可能性、また子ども食堂の「子
どもの貧困対策」における有意性を明らか
にするとともに、現在の子ども食堂の課題
を抽出し、その課題を克服して活動がます
ます広がっていくための、持続可能な子ど
も食堂の運営形態を検討することを目的に
行われた。 
本研究を通して、子どもから大人まで多

世代にとっての子ども食堂の意義と、子ど
も食堂がどのような地域社会を作りうるか
という可能性、また子ども食堂の「子どもの
貧困対策」としての有意性、そして持続可能
な子ども食堂の運営に必要な運営形態の要
素を明らかにすることができた。 
 


